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復唾液嚥下テスト (repetitive saliva swallowing 
test ：以下 RSST），改定水飲みテスト（modified 




































　介入日：2014 年 12 月
　主病名：節外性 NK ／ T 細胞リンパ腫（鼻型）
　既往歴：胃潰瘍，前立腺癌，白内障
　現病歴：2011 年 1 月に節外性 NK ／ T 細胞
リンパ腫（鼻型）の診断にて，当院血液内科に







のリスクがあるとのことから 12 月 16 日に気管
切開術が施行され，以後カニューレ管理となっ
た．欠食期間は，2014 年 12 月 4 日～ 2015 年 1
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2 月 17 日 ～ 2 月 23 日 ま で の 7 日 間 で あ り，
JMS 社から提供されている方法を参考に実施
した．筋力増強には，M サイズ（20 Kpa）を
用い，筋持久力向上には MS サイズ（15 Kpa）
として 2 本を使用した．訓練回数は，1 日 3 回
とし，舌先端，舌中央，舌後方の 3 箇所に対し
てそれぞれトレーニングを行った ( 表３)．




肺炎兆候もなく経過し，2 月 24 日には，嚥下
た．可視的な咽頭期評価のため嚥下造影検査
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